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外国語活動指導案

日時 平成２７年１１月６日

授業会場 ６年３組教室・視聴覚教室

図工室

児童 男子１２名 女子 １６名 計２８名

指導者 教諭 Ｔ１ 本多 麻里

Ｔ２ 滝澤ジェーン

１ 単元名 Lesson４ Turn right.

～室蘭のまちを道案内をしよう～

２ 単元のねらい
・積極的に道を尋ねたり、道案内をしたりしようとする。

・目的地への行き方を尋ねたり、言ったりする表現に慣れ親しむ。

・英語と日本語では建物の表し方が違うことに気付く。

３ 単元について
昨年度と今年度の２回、総合的な学習の時間(きらめき)では、路線バスを乗り継

ぎ、室蘭の名所や公共施設などを訪問し、自分の課題を追求する活動を行っている。

９月には修学旅行で函館のまちの歴史や観光名所を訪ね、自分たちの住む室蘭との自

分たちの相違点に気づき、より室蘭のまちのよさを再発見する学びとなった。

本単元では、方向を表す表現を使って、室蘭のまちの道案内を体験する。道案内

という活動は、実際は言葉だけで行うのは非常に難しいものである。情報のギャップ

（尋ねる側と答える 側の情報の差）があるが、目的地に行きたいという必要性は非

常に高いものなので、積極的に児童を参加させることが可能である。

室蘭工業大学では毎年、多くの留学生を受け入れている。また、近年、室蘭にもア

ジア圏を中心とした多くの観光客が訪れるようになった。また、子どもたちの中でも、

長期休業中に海外旅行に行く子が増えている。実生活においても道を説明したり、尋

ねたりという機会の増加を意味している。

ここでは、道案内をするにあたり、方向を表す表現に加え、子どもたちが紹介し

たい室蘭の建物や施設、名所を体験的に学習する。英語と日本語との違いに気付かせ

ることも可能である。

４ 単元での学級の実態と教師の願い
・外国語活動が好きと答える児童が多く、あらゆる活動に積極的に参加する。

・男女分け隔て無く関わり合うことができ、かかわりを広げることができる。

・言語を聞き取り音声表現することよりも、ペアやグループでの英語ゲームや学ん

だ表現を使ってのアクティビティーなど友達とかかわり合う活動を好む。

・単元の１時間目では人気のある室蘭の施設等の言い方を覚え、とても楽しく英語

ゲームを楽しんだ。室蘭の道案内をすることが最終目標であることを伝えると、

歓声が上がった。

英語で道案内を体験することで、尋ねる側も答える側も積極的に友達とコミュニ

ケーションを図ろうと、より相手とかかわっていくことが期待できる。そのため、

キーセンテンスは、毎時間繰り返し、体得できるように、チャンツや英語ゲームを

工夫していく。また、相手の立場に立ち、かかわっていくことの大切さや嬉しさが
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実感できる学習活動にていくために、子ども達の態度面でのよさを丁寧に取り上げ、

人とかかわっていくことの喜びや楽しさを、日常生活にでも高めていきたいと考え

ている。

５ 評価の観点
・積極的に友だちと英語で道案内をし合おうとする。

《コミュニケーションを図ろうとする態度》

・道案内をする際の「どこ」「まっすぐ」「曲がる」等の身近な英語の語彙を活動

中使用することができる。 外国語の音声や基本的な表現への慣れ、親しみ》

・建物等には英語と日本語に違いがあることに気付く。

《言語や文化についての体験的理解》

６ 指導計画（４時間）
時間 学習活動

１ ○挨拶をする。

○絵カードを見ながら、建物の名前をあてる。

建物の英語での言い方を練習する。

○Let’s play 1 7カードゲームをする。

○Let’s play 2 ビンゴをする。（3×3）

○Let’s play 3 おはじきゲームをする。

○Let’s Chant “Where is the station？”を聞き、知っている単語を

話題にする。

○授業の感想を書く。

２～３人感想を発表する。

○終わりの挨拶をする。

２ ○挨拶をする。

○Let’s play4 建物絵カードをリピートし、キーワードゲームをする。

○Let’s play5 サイモンズ セズをする。

straight／stop／jump／turn／right／left／・・・etc

○Let’s Chant “Where is the station？”を聞き、

“Where is the ～？”の練習をし、ジェスチャーつけて歌う。

○Let’s Listen T2の発音を聞いて到着場所を英語ノートに書く。

○授業の感想を書く。

２～３人感想を発表する。

○終わりの挨拶をする。
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３ ○挨拶をする。

○Let’s Chant “Where is the station？”ジェスチャーをつけ、行き

場所を変えたりして繰り返し言う。

○Let’s play2 ビンゴをする。

○Let’s play6 神経衰弱をする。

○Activity① ペアで同じ町づくりをする。

○授業の感想を書く。

２～３人感想を発表する。

○終わりの挨拶をする。

４

○挨拶をする。

本時

○Let’s Chant “Where is the station？”ジェスチャーをつけ、行き

場所を変えたりして繰り返し言う。

○Let’s play4 キーワードゲームをする。

○Let’s play5 サイモンズ セズをする。

○Let’s play7 すいかわりゲームをする。

○Activity② グループで道案内をする。

○授業の感想を書く。

２～３人感想を発表する。

○終わりの挨拶をする。

７ 本時の展開

①本時の目標
・進んで道案内の活動に参加しようとする。

・方向や動作を指示する英語を使って、相手に目的地を伝える。

・目的をもち、行きたい場所を伝える。

②本時の視点
はじまりの挨拶では子ども一人ひとりを把握する

授業の始まりでは、担任とＴＴで役割を分担しなから、子ども達一人ひとりと目を

合わせ、英語での挨拶を行う。子ども一人ひとりの様子を把握し、授業での生かし

方を考え、取り上げていく。

ＴＴ指導を活動で効果的に生かしていく。

Let 's play（英語ゲーム)では、活動の進行はT1が、主な発音をT2が担当する。
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デジタル教材でのヒアリング活動(本時は活動なし)でも音声は使用せず、生のネイ

ティブな英語を耳で聴かせるようにしている。Activityではクラスを2グルー

プに分け、全員が道案内の活動に参加できるように配慮した。

自己評価活動

授業の中で観点に基づいた自己評価を行い、一言感想を書かせる場を継続している。

全体の中で取り上げ、話題にすることで、友だちの態度面のよい所を話題にするこ

とで、友だちのよさに気付いたり、自分の良さを見つける手掛かりとさせたい。

③本時の流れ
児童の学習活動 教師の支援（Ｔ１・Ｔ２） 評価

○はじまりの挨拶を英語で ■役割を分担して全員と挨拶をする。

する。 How are you？

I’m fine/Happy/humgry．

■T2と月日や天気を確認する。

○Let’s Chant ■T1）T2）Chant に合わせて何回か歌い、

“Where is the 児童をリードする。

station？” ■T1）児童数名に指名し、行きたい場所

ジェスチャーをつけ、 を聞き出す。

行き場所を変えたりし T2）黒板に建物の図を貼る。

て繰り返し言う。

○Let's play ４ ■T1）主にゲームを進行する。 ◇身近な英語の

ペアでキーワードゲーム T2）主に発音を担当し、児童にリピ 語彙に興味を

をする。（３回） ートさせる。 持ち、意欲的

○Let's play ５ に使用してい

サイモンセスゲームをす る。

る。（３回）

○Let's play ７ ■T1）すいかを割る児童を指名し、周

すいかわりゲームをす りの教える児童（全員）から

る。（２～３回） go straight／turn right／stop

等の言葉を引き出す。

T2）すいかを割る児童の目隠しと児

童の横につき、サポートする。

○Activity② グループで

道案内をし合う。

・自分の行きたい場所を ■T1）行きたい場所を選ばせる。 ◇「好きだ」「し

理由を添えて考える。 理由はI like～／I want to～／ たい」「でき

・ペアで尋ねる練習をす Ican～等の簡単な表現を使うよ る」などの身

る。 うに告げる。 近な表現を使

・デモンストレーション って行きたい

を行い、道案内の仕方 場所を理由を
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を知る。 添えて伝えて

いる。

■T1）活動の仕方をあるグループを使っ

て説明する。T1）は全体指導。T2）は ◇方向や動きを

デモグループの動きをサポートする。 指示する英語

■T1）は１、２、３グループをT2）は４、 を使って、相

５、６グループ を指導・支援する。 手に目的場所

を伝えている。

■慣れてきたら、それぞれの場所で自分

達で役割を決めて自由に道案内を行 。

う。

○授業の感想を書く。 ■T1）自分が授業にどのよう参加できた ◇自分や友だち

２～３人感想を発表する。 か、態度面でのよいところを中心に書 のよさに気付

くように告げる。また、友だちのよさ いている。

に気付いた児童はそのことも書くよう

に告げる。T1）T2）ともに子どもに声

をかけ、机間支援を行い何人か全体発

表させ、話題にする。

○終わりの挨拶をする。

④本時の評価
・進んで道案内の活動に参加しようとしたか。

・方向や動作を指示する英語を使って、相手に目的地を伝えることができたか。

・目的をもち、行きたい場所を伝えることができたか。
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外国語活動 アンケート

６年( )組 名前

室蘭のまちを友だちや外国の人に案内します。あなたなら、どこを(建物・

施設・名所など)を案内したいですか。また、あなたなら、室蘭のどこに行き

たいですか。(２つまで書いてよいです)


